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どうしたら生徒が勉強を好きになってくれるのか。塾を始めたころ、最大のテーマでありました。そのヒントは、

自分が学生だった頃のことを思い起こすことにありました。親から強制されて嫌々ながら机に向かうのは小学生

までで、中学生になると反発の方が先に来て、親に言われると腹が立って腹が立って、勉強はしなければいけ

ないことは頭では分かっているのですが、やらない理由をさがして、自分を正当化するのが常でした。「親は成

績ばかり見て、僕を見てくれない。自分が今何に悩んでいるかも知らないくせに」と生意気なことを言っては、親

を困らせたものです。 

その経験から、どうすれば私は勉強をしたであろうかと思いめぐらせるのです。授業が分かりやすいのは当然で

すが、おもしろい授業、印象に残る授業、成績で生徒を差別しない、間違ってもいいという安心感を植え付け

ること、宿題の量も適切であること、自習性を重んじること、褒めること。とにかく、生徒が明正に来ることが嫌で

なく、「明正楽しい」と言ってもらえることを目標としています。来るのが嫌でなければ、塾に来たその時間が充実

したものとなり、充実した授業ならば必ず学力が付くと考えるからです。ただ私の欠点は、下品なところです。言

葉も色々な地方の方言を使って生徒に刺激を与えるようにしているのですが、時には刺激が強すぎることもあ

るのではと心配しています。時には厳しく、時には優しく、時にはおもしろくで、これからも生徒に接していきたいと

思います。 

それではテストの結果を発表いたします。中３の国語が大変難しかったようで全国平均も 40点台でした。 

 

 

お気づきですか、塾の中庭の塀。高１の近藤くん、香月くん、仲野さんの三名がペンキを塗ってくれました。嬉

しかったのは、半分冗談で、ペンキ塗りせいへんかと声をかけてみたら、みんながやりたいやりたいと即答で返事

がきました。私の予想では、ペンキ塗り、服が汚れるからいやや！の返事だったのですが。 

そしてペンキ塗り当日は暑い日だったのですが、黙々と、しかも丁寧に作業をしてくれました。その出来栄えに

感動であります。ほんまみんな良い子達だわ、ありがとう。 

  

氏名 国 算 理 社 計 偏 氏名 英 数 国 理 社 計 偏

1 井上 心寧 88 76 84 80 328 57 1 二村 悠太 86 76 86 68 85 401 57

2 毛利 萌々花 88 80 71 80 319 57 2 豊田 かのん 89 48 84 81 85 387 55

3 松永 彩良 92 76 58 86 74 386 55

氏名 国 算 理 社 計 偏 4 伊東 未紗 84 80 80 71 67 382 55

1 水越 絢一 86 87 95 94 362 66

2 若林 佐弥 82 83 97 88 350 63 氏名 英 数 国 理 社 計 偏

2 宮崎 結凪 80 81 92 97 350 63 1 櫻井 映之進 90 88 72 92 77 419 63

2 江藤 星菜 92 76 78 51 73 370 56

氏名 英 数 国 理 社 計 偏

1 田岡 桃奈 68 76 58 84 68 354 60

2 豊田 琴葉 82 67 44 80 63 336 57

＜中３＞

＜中1＞

<中２>

<小５>

＜小６＞


